
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

●税吏とファリセイの主日聖体礼儀（第1調）・学び会（誦経）昼食後 

 2 月 5日(日) 10:00～ (9:30痛悔) 

 使徒経：ティモ後 296端（3:10-15） 福音経：ルカ 89端(18:10‐14) 
 

●断肉（審判）の主日聖体礼儀 (第 3調) ・月例パニヒダ 

 2 月 19日 (日) 10:00～ (9:30痛悔) 

 使徒経：コリ前 140 端（8:8-9:2） 福音経：マト 106端(25:31-46) 

※2/19聖体礼儀、昼食をはさみ、小田原教会信徒会館にて教区主催の聖歌研修を行う

予定です。２月に予定されている行事については７ページをご覧ください。 
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税吏
ぜいり

とファリセイのイコン：復活祭前に行われる四
し

旬
じゅん

大斎
たいさい

（節制期間）にはそのための準備期間が約ひと月ある。ルカ伝からの 譬
たとえ

をテーマとし

た「税吏とファリセイの主日」はその準備期間の主日のひとつである。イコンの左側に描かれているファリセイ（パリサイ）とは厳格に規律を守るユ

ダヤ教の重要な一派である。左手で献金皿にお金を投げ入れて、神に次のような祈りをする。「自分は不正をせず、断食も行い、規定通り献

金をしている。あそこの取税人のような人間でないことを感謝する。」それに対して右に描かれた取税人は自分の罪を思い、聖堂の中で顔を

上げることもなく、神に憐れみを求めている。イコンを見ても分かるように天使は後ろに立つ取税人に向かって手を差し伸べようとしている。この

イコンのとなりのスティヒラ（祈りの句）は税吏の祈りを表していて、大斎期間の早課の中で聖歌として歌われる。 
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 （２０２３年１月号の続き） ちょっとその町に勇

敢な警官を是非映画化したいと映画制作会社

がやってきたことを想像してみてください。多く

の町の人達は、それは素晴らしいと言うに違い

ありません。ところが制作会社の説明をよく聞い

てみると、彼らは警官が暴力によって死んでいく

場面に焦点を当てた映画を作りたいと言うので

す。その方が警官の救出場面よりずっと観客が

引き込まれる、したがって映画では警官が暴力

によって辱められる部分をより多く見せたいのだ、

と。町の人々は、自分たちの英雄がそのように

映画化されるなんて、と胸を悪くするでしょう。 

 復活祭直前の一週間を聖大週間(プロテスタン

ト教会でいう受難週)の中で、正教会にはキリスト

の苦しみと死を讃える「十二福音」という祈祷の

時間があります。(聖大金曜日早課という祈祷で

すが、おおよその正教会では聖大木曜日の夕

方に行われます。カトリック教会では洗足木曜日

となります。)十二福音では、司祭や輔祭が、四

福音書の中のキリストの受難の行を 12に分けて

読み、第一の読みは、キリストが弟子たち最後に

諭しめる場面から読まれます。(ヨハネ/イオアン

13:31ー18:1)そして第十二の福音の読みはピラ

トがキリストの墓の前に守衛をつける場面で終わ

ります(マタイ／マトフェイ 27:62-66)。正教会の

中には、福音が読まれている間ひざまづく習慣

があるところもあります。各福音誦読の間は聖歌

や祈りが繋ぎます。十二福音は 3 時間にもわた

る祈祷で、第一の福音の読みだけでも 20 分は

かかります。よく正教会は聖書を読まないと言わ

れますが、案外そのようなことありません。いよい

よキリストが十字架に付けられる場面になる福音

の読みのところで、次のような聖歌が歌われます。 

光
ひかり

を衣
ころも

の如く
ご と  

衣
き

る者
もの

は裸体
ら た い

にして審判
しんぱん

に立ち
た  

、 

造り
つ く  

し所
ところ

の手
て

より頬
ほお

の打
う

たるるを受
う

けたり、 

不法
ふ ほ う

の人人
ひとびと

は光栄
こうえい

の主
しゅ

を十字架
じ ゅ う じ か

に釘
てい

せり。 

その時
と き

殿
でん

の幕
ま く

は裂け
さ  

、日
ひ

は暗み
く ら   

たり、 

萬有
ばんゆう

のふるいおののく所
ところ

の神
かみ

の辱
はずか

しめらるる

を視
み

るに忍
しの

びざればなり。 

我等
わ れ ら

彼
かれ

に伏拝
ふくはい

せん。 

門徒
も ん と

は諱
い

みたり、盗賊
と う ぞ く

は呼
よ

べり、主
しゅ

よ、爾
なんじ

の国
くに

に於
おい

て我
われ

を記念
き ね ん

せよ。 

 創造主が十字架上で死に至るまで自ら己の姿

を虚
むな

しくする。この圧倒的な遜
へりくだ

りを見て、全ての

創造物は恐れのあまり震え慄
おのの

きます。(ピリポ／

フィリップ 2:8)キリストが十字架に架かるイコンの

中には、背景の空に太陽と月が顔を背けて天使

たちが目を覆っている様子を描いているものも

あります。私たちのヒーローがこのような状況に

あったら私たちも同じように顔を覆うことでしょう。 

正教会にようこそ 26 
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 一般メディアの記者と同様に、福音記者たちに

もキリストが十字架に架かる場面をどのように書

き記すかの選択肢がありました。この 4人の福音

記者もそれぞれキリストの地上での生涯を違っ

た視点、違った強調の仕方で書いています。と

ころが、十字架に架かる場面の描写だけは同じ

ような表現で書いているのです。聖使徒パウロ

（パウエル）もガラテヤ人への手紙 6 章の中で

「十字架の他に誇るものはない」と宣言していま

す。ところが、使徒行伝（聖使徒行実）の一章を

読んでみると、ユダが裏切りの行為のあと自殺し

た場面については、その悲惨な死の様子を

躊躇
ちゅうちょ

することなく描写しています。 

なぜ、主の十字架上の死の場合は慎むので

しょうか。それにはまず、私たちが福音記者たち

の救いに対する考え方の違いを知らなければな

らないと思います。あなたなら、苦しみと勝利の

どちらに重点を置きますか？キリストの苦しみを

表現するために痛みとか流血に焦点を置いた

作品は、私たちにその苦しみがいかなるものか

を感じさせてくれます。人々が痛みの様子に注

意を引かないようにした作品は、人々は痛みに

関してはその作品からは分からないので、寧
むし

ろ

神への畏怖
い ふ

の方に意識が働きます。そして神が

苦しみを受けて死ぬとき、私たちはその威厳に

ひれ伏すしかなくなります。 

またある人々はより写実的な作品、「リアル」を

求めます。しかし、キリストが十字架に架かった

日とする受難週間金曜日（聖
せい

大金曜日
だい きん よ うび

）におけ

る「リアル」とはいったい何でしょうか。実際には

キリストが血まみれになって死んでいく場面を見

ていた傍観者
ぼうかんしゃ

たちもいました。彼のために泣く

人と同じ数だけあざけ笑う人々もいた、それがリ

アルです。イコンが示すのは、見る目のある人

だけが理解することのできる別次元でのリアル

です。十字架上の私たちの救い主は「勝利者」

です。何に勝ったのかと言えば、それは人類初

期からの敵である「死」に対してです。 

私たちはこうした事実を見ることができます

か？霊的な歩みはまさしくこうした目を養ってい

くことです。とかく私たちは、この世に沿った範

囲で物事を受け止めようとしがちです。神はこう

した人間の自由の意志に何らかの仕掛けをしよ

うとはしません。人間の変化をどこからからじっと

見ているのかもしれません。 

イコンが示すような事実は私たちの偏
かたよ

った意

識を正すのに役立ちます。そのイコンの中にあ

る全てのもの、つまり山などそこに描かれた背景

全てが神の存在を表現しています。十字架のイ

コンは分かりやすい方ですが、そういった目が

養われれば、全てのイコンからこの世の認識と

は別の「リアル」を見出すことができます。もちろ

ん私も含め実に弱くて一握りの事実しか掴み取

ることができていませんが。 



 

小田原・平塚 新年祈祷 2022年 12月 31日から 2023年 1月 1日かけての深夜、8名が集って

新年聖体礼儀を行いました。新年感謝祈祷は１月１日 11時から、15名が集って感謝と祈願を捧

げました。 

降誕祭 1月 6日（金）、7日（土）、降誕祭を行いました。前晩の６日は晩堂大課・早課・一

時課を行いました。７日は三時課・六時課と聖体礼儀を行いました。が 20名程が集って降誕

祭を祝いました。降誕祭のために様々なご奉仕を神様にされた方々に感謝申し上げます。 

神現祭・大聖水式 1月 18日(水)、19日(木)、神現祭を行いまし

た。１月中盤から小田原ではコロナ感染が増大し、急遽参祷に制限

をかけました。したがってその前の主日である 15日も少人数で聖体

礼儀と大聖水式を行いました。冬の大祭を待ち遠しくされていた信

徒の方々にとって参祷自粛という大変なご協力を賜りました。状況

を慎重に見極め、再び皆で祈祷できることを祈りながら過ごす 1月となりました。 

修善寺・柏久保 降誕祭 1月 14日(土)・１５日(日)に修善寺・柏久保にて降誕祭の祈祷を行いまし

た。柏久保教会では１４日 17時より晩課を行いました。柏久保地区でも新型コロナウィルスの感染が増

加中のため、来られる方々だけでの祈祷となりました。翌日の１５日は修善寺・柏久保両教会の降誕祭

聖体礼儀を行いました。このような状況を鑑みて、祝賀会は行いませんでした。しかし、婦人会や信徒

の有志がお菓子やお弁当のプレゼントをご用意下さり、心温まる集まりとなりました。またクイリングとい

う手工芸を教えておられるユリヤ津田里子姉が、生
しょう

神女
しん じ ょ

庇護
ひ ご

のイコンを約３年かけてクイリングにて製

作し、教会にご献納下さいました。細かな手作業でこのような生神女のイコンが作られたことに感動し

ました。 

横 浜 降誕祭 12 月 24 日(土)２５日（日）に降誕祭を行いました。２５日の聖体礼儀後には教会か

らのプレゼントが参祷者に配られました。ささやかではありますが祝賀会も行いました。１月２日１１時か

らは新年感謝祈禱を行いました。十数名が集まり、感謝の祈祷をささげた後、互いに新年を祝う挨拶を

かわしました。１月 20 日(土)21 日(日)は暦から 3 日遅れではありますが神現祭を行いました。

大変寒い中でのご祈祷となりましたが、皆神現祭を祝ったのち、成聖されたばかりの聖水をと

って帰りました。 

教 区 誦経者研修会 １月９日(月)と１０日(火)の二日間、東京大主教区南部の教会の信徒を対象

とした誦経者研修会が開催されました。一日のみの参加も含めて総勢３0名程が参加しました。一日目

はステファン桑原建夫神父様が誦経の基本に関する講話をされました。その後、実践を中心としたコ

ースと誦経に関心を持っている方々を対象としたコースに分かれて研修会が行いました。夕食として

お弁当が配布され、黙食の後、信徒間の交流の時間としました。（５ページに続く） 

幾年も！ 1 月 21 日（土）午後１時、横浜教会にて富永ユリヤ姉の長男、ルスラン君（３歳）がゴルディ

の聖名で洗礼を受洗されました。幾年も!幾年も!幾年も！ 

最近の出来事 ・消息  

各教会の冬の大祭などの様子は裏表紙に掲載していますのでご覧ください。 
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(前頁の続き)二日目は、一日目に神父様方から賜った助言に気を付

けての練習や講話に対する質疑応答を行いました。昼食のあと総括

を行って解散しました。横浜教会から青柳廣執事長・庄司将敏兄・

斎藤行兄・田島あずさ姉・井上達己兄、小田原から日比野俊二兄、

中谷航兄、中谷ヤーナ姉、柿添琳子姉、内藤直樹兄、田中祐子姉、

修善寺から山田亨執事長、野田幹太兄が参加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京大主教教区誦経奉仕者研修会レポート 

レポート 

 

誦経の基本「読み方」と「所作」研修会感想 

今回で２度目の研修会参加となります。 

修善寺教会にて 10年余、誦経に奉仕させて頂いております。読み方の基本について各教会信徒の

皆様の誦経を初めて耳にし、私自身の誦経の読み方で良いのか、今までの読み方で良いのか非常

に戸惑う所が有り、信徒の皆様の誦経を拝聴させて頂き「耳から鱗
うろこ

」でした。 

 信徒一人一人の読み方について、桑原神父様のご指摘、アドバイス等的確に教授頂き大変勉強

になりました。私へのご指摘は「途中疲れてしまいましたね！」というお言葉を頂きました。

三時課での第五十聖詠を読み始めたところより、私自身も時々感じるときが有ります。まだまだ

時課経の読みが足りない事に痛感させられました。トップバッターで誦経されました横浜教会の

信徒様のスピード、的確な読みには感心させられました。この様な誦経の読み方をされる方がい

らっしゃるとは思いもよりませんでした。 

 私の誦経が如何に未熟であったか良く分かりました。1日だけの参加では有りましたが私にとって

は実に有意義な研修会でした。会で頂きました基本資料を読み返し、今後所属教会の神父様のご指導

を頂きながら、信徒の皆様に聞き易い誦経の読みが出来る様精進して行きたいと思っております。 

 この度の研修会にご指導頂きました神父様方に感謝申し上げます。 

修善寺ハリストス正教会 イオアン 山田 亨兄 

誦経研修会の感想 

1月 9日(月)に東京ニコライ会館で催された誦経研修会へ参加しました。東京近郊、静岡から

各教会の神父、信徒が集まり、講話を聞き、実践、交流する様子を見るのは、普段小田原教会し

か知らない私にとって新鮮でした。第一部の講話では、誦経を行う際経験とともに陥りやすい注

意すべき点の解説、神父が気持ちよく祈祷を行えるため誦経者ができる配慮について教わりまし

た。第二部では、誦経経験者の部に参加しました。各教会を代表し誦経を披露し、改善できる

点、特に秀でている点をご指摘頂きました。私は普段教会スラヴ語で誦経奉仕をしていますが、

教会スラヴ語は、各フレーズの語尾が韻を踏むように揃っているため、流れるように誦経するの

に適した言語だと言えます。一方で、日本語は開音節で余計な母音が入りやすく、間違った抑揚

を付けてしまうことで本来の単語の意味やリズムを損なってしまうことがあります。日本語で誦

経を行う難しさを再確認しました。 

小田原ハリストス正教会 イリナ 柿添 琳子姉 
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誦経研修会に参加して 

１月９，１０日にお茶の水の東京大聖堂信徒会館にてステファン桑原神父、ガウリイル田中神父を

講師として東京大主教教区誦経研修会が開催されました。今回は東京大主教区の南部の教会が対象で

あり、山手、横浜、修善寺等の教会から約３０名が参加しました。小田原からは４名参加し、私は初日

のみ参加しました。９日は午後からでしたがまず始めにステファン桑原神父の講義がありました。基

本的な事項を丁寧に解説頂き非常に参考になりました。特に重要な語のアクセント（アミン、アリルイ

ヤなど）、主憐れめよの繰り返し等については、良い事例と悪い事例を示して頂き、しっかりと記憶に

残りました。 

次に参加した各人が、三時課の初めから五十聖詠までの誦経をおこない、ステファン桑原神父より

コメントを頂きました。それぞれ誦経のスピード、声の高さ、文章の区切り等にアドバイスを頂き大変

に参考になりました。 

これからは、今回の研修で教わったポイントをしっかりと頭に置いて誦経にあたりたいと思います。 

小田原ハリストス正教会 パウエル 日比野 俊二兄 

東京大主教教区誦経研修会及び信徒親睦会に参加して 

まず講話では、管轄司祭の祈祷のスピードや所作に合わせて誦経することが最重要であり、信徒

代表で読み（唱え）聞かせていることを忘れずに行うこと。更に、司祭の祈祷と聖歌との橋渡しの役

割なので、聞き易くゆったりと流れるように唱える事が大切であり求められること。 

基本は、「真っ直ぐ、聞きやすく」。常に初めて誦経をやる気持ちで取り組むこと。早い誦経と上

手な誦経とは別物であること（急がず、耳障りな抑揚はつけない）と教えていただきました。 

実習では、実際に皆の前で“読み（唱え）”を行い、講師の神父に寸評をいただいた。実際に読ん

でみると、自分が正しく発音できていない言葉（例えば「主、憐れめよ」が「しゅわれめよ」となり

「しゅ、あわれめよ」と、しっかり発音できていない等）が他者より多く、己がいかに出来ていない

か痛感する事に・・・。精進いたします。 

修善寺ハリストス正教会 バルナヴァ 野田 幹太兄 

東京大主教教区誦経研究会の参加報告 

この度、東京で開催された誦経研修会に初めて参加しました。当日はステファン桑原神父とガウリ

イル田中神父、デミトリィ田中神父を講師に迎え、講義と実践の 2部構成で研修会が行われました。 

基本を教える講義では、ステファン桑原神父とガウリイル田中神父が初学者にもわかりやすく、実例やた

とえ話などを用いながら解説をしてくださいました。教会ごとの誦経の事情や誦経と神父所作の関係など、

普段はわからないことや聞きにくい話を聞く機会に恵まれたことは、今後の教会で奉仕する上で大変勉強に

なる内容でした。ステファン桑原神父が言われた「誦経をする人は、そこに集まっている人を代表して読

み、聞かせているのだということを忘れない」という言葉を心に刻みたいと思いました。 

 実践の部では、誦経をしながら神父に指導を受けるコースと、誦経に必要な心持ちを学ぶコースに

分かれて研修を行いました。誦経の心持ちを学ぶコースでは、デミトリィ田中神父がギリシャでの経

験を踏まえ、信者の目線に立った明瞭な解説をしていただきました。普段から声に出して読むこと、

響きを意識することなど、普段の生活でも実践できる実用的な知恵をいただきました。 

今回の研修会を通じて、自身の目指すべき誦経のあり方を見出すことができ、大変有意義だったと

感じました。研修会に参加できたことを心から感謝申し上げます。 

小田原ハリストス正教会 ハリストフォル 中谷 航兄 
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小田原・横浜教会大斎２月・３月前半祈祷スケジュール 
 

■ 横浜 2月 26日(日) 10時～ 乾酪
かんらく

の主日聖体礼儀/赦
しゃ

罪
ざい

の晩課 

■ 小田原 2月 26日(日) 16時～ 赦
しゃ

罪
ざい

の晩課 

■ 小田原 2月 27日(月) 9時～ 大斎初週 早課・時課・晩課 

■ 横浜 2月 28日(火) 9時～ 大斎初週 早課・時課・晩課 

■ 横浜 3月 1日(水) 9時～ 大斎初週 早課・時課・晩課・先備聖体礼儀 

■ 小田原 3月 3日(金) 9時～ 大斎初週 早課・時課・晩課・先備聖体礼儀 

■ 小田原 3月5日(日) 10時～ 大斎初週主日 正教勝利の主日聖体礼儀  
 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

献金報告 2/20現在  日付は会計処理日です。ありがとうございました。 
   

日付 氏   名 摘  要 

1/7 神谷 忠明執事長 降誕祭献金 

 安達 紀彦兄 降誕祭献金 

1/16 神谷 忠明執事長 パニヒダ献金 

 山口 晃兄 埋葬献金 

 ビクトル アレニコフ兄 降誕祭献金 

 岡野 康子姉 降誕祭献金 

 山口 幸夫 副輔祭 降誕祭献金 

日付 氏   名 摘  要 

12/21 假野 聡様 埋葬献金 

12/26 神谷 淳一兄 パニヒダ献金 

 神谷 淳一兄 降誕祭献金 

  神谷 綾子姉 降誕祭献金 

 1/7 内藤 直樹兄 降誕祭献金 

 高橋 達哉兄 降誕祭献金 

 三枝 愛姉 降誕祭献金 

東京大主教教区主催信徒研修会 

「師父ドロフェイを読む」 
講師：司祭ステファン桑原建夫師 

 司祭ディミトリイ田中仁一師 

日時： 2023年 2月 23日（祝） 

 13時～15時  

場所： 東京 ニコライ会館 

※参加希望者は教会まで 

東京大主教教区主催 

聖歌研修会 @小田原    

日時： 2023年 2月 19 日（日）聖体礼儀後 
場所：小田原ハリストス正教会 信徒会館 

講師： リュボフ田中博子姉（横浜教会） 

聖歌は全て祈りの言葉。聖歌は私達が教会で行う

祈祷の大切な一部です。聖歌研修会は、実践を交

えて行っています。皆さまのご参加をお待ちしてい

ます。 

新型コロナウィルス感染状況が悪い場合は中止します。

日が近くなった頃、教会までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

婦人会献金：今回はありません。 

小田原 学び会（誦経） 

２０２３年２月５日（日）聖体礼儀後 

誦経としていますが、主日で読まれる時課の内容

を解説します。どなたでも参加いただけます。 

次回は４月第一主日、学び会(聖歌練習)の予定です。 
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2月の永眠者一覧（敬省略） 

永眠日 聖名 氏名 永眠年 縁故者 

１日 シモン 渡辺  正 １９９６年 渡辺 万千子 

１日 オリガ 廣石 利子 ２０１１年 廣石 卓也 

1日 ハリタ 吉﨑 恵 ２０１７年 山口 幸夫 

２日 ミロン 廣石 清四郎 １９７６年 廣石 明美 

３日 エレナ 小杉 けさお １９３４年 小杉 悦子 

５日 イアコフ 小島  憲 １９４４年 山口 晃 

６日 マリヤ   廣石 君子 １９９１年 廣石家 

９日 ハリテナ 窪田 スズ １９９４年 窪田 幸夫 

１１日 イウニヤ 廣石 ワカ １９８３年 廣石 明美 

１２日 イオアン 神谷 政久 １９８８年 神谷 幸夫 

１５日 パウエル 中村 秀雄 １９８４年 中村 美枝子 

１７日 イオアン 廣石 辰男 ２００８年 廣石 末子 

１９日 シメオン 小杉 英男 ２０１８年 小杉 悦子 

２０日 ペトル 加藤角次郎 １９５８年 加藤 宏 

２１日 イリナ 加藤 屯子 １９９５年 加藤 宏 

２３日 マリヤ 中島 静江 １９１９年 中島 康雄 

２３日 パウエル 上野  貞 １９６３年 上野 攻 

２３日 ペトル 紺野 雅幸 １９２３年 紺野 雅章 

２３日 ルキヤ 廣石ルキヤ １９３８年 廣石 明美 

２４日 アンドレイ 中島 浅吉 １９５７年 中島 康雄 

２６日 ソフィヤ 中島千代子 １９６２年 岡野 康子 

２７日 アキラ 日比野 彰 １９９４年 日比野家 

２７日 イリヤ 小杉 源左衛門 １９２１年 小杉 悦子 

２８日 マリヤ 津田 千代枝 １９９１年 津田家 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月は第3 週日曜日に永眠者の記憶を祈る「パニヒダ」を行いま

す。聖堂は皆さんのお祈りの場、そして皆さんの 霊
たましい

が永遠に養

われる場です。ロ－ソクを灯して少しの間、ご家族のために祈り

に来られるだけでも大変結構です。どうぞ遠慮なさらずお越しく

ださい。（月例パニヒダの日は必ず会報をご確認ください。） 
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横浜 降誕祭 

小田原降誕祭（1/7） 

柏久保降誕祭晩課（1/7） 

小田原 神現祭・大聖水式（1/19）↓ 

↑クイリングによる          
生神女庇護のイコン（修善寺） 

↑修善寺・柏久保降誕祭（1/8） 

横浜降誕祭 

（12/25） 

小田原 新年感謝祈禱（1/1） 

横浜 神現祭・大聖水式（1/22） 

祭日の前晩祷の誦経を初めて行う

奉仕者に教える様子 


